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考
え
て

い

る
だ
ろ

う
が

、

こ

れ
ら
の

彼
の

律
法
解
釈
は

、

敵
対
者
で

あ
っ

た

ユ

ダ
ヤ

人
の

ア

イ
デ

ン

テ

ィ

テ

ィ

を
貶
め

る
ど

こ

ろ

か
、

む

し
ろ

前
向

き
に

評
価
し
て

い

る
も
の

だ
と
言
え
る

だ
ろ
う

。

　
『

聖
書
選
文

集
』

の

律
法
理
解
に

関

す
る

解
釈
は

矛

盾
す
る
ほ

ど

様
々

に

混
在
し
て

い

る
。

こ

の

こ

と
は

、

古
代
の

キ
リ
ス

ト

教
に
お
け
る
聖
書

解
釈
の

豊
か
さ
を
顕

著
に

表
し
て

い

る

も
の

で

あ
り、

教
父
の

聖
書
解
釈

が
単
純
な
も
の

で

は
な
い

こ

と
を
示
し
て

い

る
。

古
代
の

キ
リ

ス

ト
教
徒

の

著
作
家
た
ち
は
様
々

な

解
釈
方
法
を
用
い

て

ユ

ダ
ヤ
人
を

説
得
し
よ
う

と

試
み
て

い

た
の

で

あ
る

。

ア

ウ
グ
ス

テ
ィ

ヌ

ス

の

時

間
論
に

於
け

る
過
去
と
未
来
に

つ

い

て

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

山
田

庄

太
郎

　

本
発
表
は

『

告
白

』

（

四

〇

〇

年
頃
）

十
一

巻
十
四

−
二

八

章
で

展
開

さ
れ
る
ア

ウ
グ

ス

ス

テ

ィ

ヌ

ス

（
三

五

四

−
四

三

〇

年）

の

時
間

論
に

於

い

て
、

過
去
の

時
間
と

未
来
の

時
間
の

認
識
が
ど
の

よ

う
な
も
の

と
し

て

立
て

ら
れ
て

い

る

の

か

を

論
じ

る

も
の

で

あ
る

。

　
ア

ウ
グ
ス

テ

ィ

ヌ

ス

は

『

告
白
』

に

於
い

て
、

時
間
の

計
測
の

問
題
を

主
題

化
す
る

。

我
々

が

計
測
し

得
る

の

は
、

存
在
し

か
つ

何
ら

か

の

広
が

り
を
有
し
て

い

る

も
の

の

み

で

あ
る

。

然
る

に
、

過
去
と

未
来
は

存
在
せ

ず、

そ
れ
故
に

ま
た

長
く
在
る

こ

と

も
短
く

在
る

こ

と

も
出
来
な
い

。

従

っ

て

我
々

が

長
い

短
い

と
い

う
こ

と

の

出
来
る

時

間
は

何
処
に

あ
る

の

か
、

こ

れ
が

『

告
白
』

の

論
じ

る

謎
で

あ
る

。

　
一

連
の

議

論
に

於
い

て
、

彼
は

計
測
さ

れ
る

時
間
を

時
間
そ
れ

自
体
か

ら
、

時
間
の

内
で

生

じ
る

事
物
の

運

動
の

印
象
（

聾
Φ
。

鉱
o）

へ

と

読
み
替

え
る

。

魂
は

事
物
の

運
動
を
認
識
す
る

際
に
、

自
ら

の

内
に

そ
の

印
象
を

刻
み

込
む
。

然
る

に
認
識
と
い

う
行
為
は、

認
識
を

始
め
、

続
け、

終
え

る

と
い

う
三

つ

の

相
よ

り
成
る
の

で
あ
る
か
ら
、

必
然
的
に

始
点
と

終
点

と
を

有
し、

こ

の

「

よ

り
先
」

と

「

よ

り
後
」

と

の

間、

持
続
す
る
こ

と

に

な

る
。

か
く
し
て、

魂
の

内
の

印
象
は

、

計
測
さ
れ

る

為
に

必
要
な

、

存
在
と

広
が
り
と

い

う
二

つ

の

条
件
を
満
た

す
こ

と

に

な
る
の

で

あ
る

。

　
こ

の

よ

う
に
し
て

彼
は
、

計
測
さ
れ
る
時
間
を
我
々

の

内
的
な
印

象
へ

と

移
行
さ
せ
る

。

し
か
し

単
に

時
間
を
内
面
化
す
る

の

み

で

は
、

時
間
の

計
測
と

い

う
難
問
に

対
す
る

十
分
な
回
答
と

は

な
り
得
な
い

よ

う
に
思
わ

れ
る

。

と

い

う
の

も
過
去
の

出
来

事
を
認
識

す
る
こ

と

が
可
能
で

あ
る

の

に

対
し、

未
来
の

出

来
事
を
認
識

す
る
こ

と
は

不
可
能
で

あ
り、

出
来
事

（

同

Φ
ω）

の

次
元
で

は

過
去
と

未
来
と

の

間
に
明
確
な
非
対
称
性
が
存
在
し

て

い

る
か
ら
で

あ
る

。

　
こ

の

問
題
に

答
え
る

為
、

本
発

表
で

は
ま

ず
、

過
去
の

時
間
を

計
測
す

る

場
合
を
基
に

『

告

白
」

の

時
間

計
測
モ

デ

ル

を
明
確
化
し

、

そ
の

後
、

耒
来
に

対
し
て

こ

の

時
間
計
測
モ

デ

ル

が
ど
の

よ

う
に

適
用
さ
れ
る
か

に

つ

い

て

の

考
察
を

行
っ

た
。

　
『

告
白

』

の

時
間
計
測
モ

デ
ル

は、
「

腕
の

広
が

り
に

よ
っ

て

横
木
の

広

が

り
を
我
々

が

計
測
す
る

よ

う
に

」

「

短
い

音
節
の

広
が

り
に

よ

っ

て

長

い

音
節
の

広
が

り
を

計
測
」

（

『

告
白
』

十
一

巻
二

六
章
三
三
）

す
る

と
い

う
も
の

で

あ
る

。

運

動
の

認
識
と

印
象
の

形

成
と
は
、

一

対
一

の

対
応
関

係
に

あ
り、

こ

の

こ

と
が

計
測
さ

れ
る

も
の

と
し

て

の

印
象
に

複
数
性
を

認
め

る
。

然
る

に
、

こ

れ

ら
の

印
象
は

任
意
の

機
会
に

記
憶
に

よ
っ

て

想

起
さ

れ
る

こ

と
が

出
来
る

。

そ
れ

故
、

複
数
の

印
象
を
比

較
考
量
す
る

こ

と

に

よ

っ

て
、

我
々

は

時

間
の

長
短
に

つ

い

て

の

言
明
を

行
う
の

で

あ

る
。

（915）193

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japanese Association for Religious Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assoolatlon 　for 　Rellglous 　Studles

第 2 部会「宗教研究』86巻 4輯 （2013年）

　

こ

う
し

た

時
間
計

測
モ

デ

ル

で

は
、

確
か
に

未
来
の

時

間
そ
れ

自
体

は
、

そ
の

未

来
の

出
来
事
が
認
識
さ
れ
得
な
い

と
い

う
限
り
に

於
い

て

計

測
さ
れ

得
な
い

。

そ
こ

で

ア

ウ

グ

ス

テ

ィ

ヌ

ス

は
、

計

測
さ
れ
る
未
来
の

時

間
を、

我
々

に

よ

っ

て

予
測

さ
れ
た

未

来
の

出
来
事
の

印
象
に

求
め

る
。

と
い

う
の

も
我
々

は
、

「

我
々

の

未
来
の

諸
々

の

行
為
を

予
見
」

し
、

「

そ
の

予
見
は
」

ま
さ
に

我
々

の

前
に

「

現
前

す
る

も
の

で

あ
る
」

（
『

告

白
』

十
一

巻

十
八

章
二

三
）

か

ら

で

あ
る

。

『
告
白
』

は

こ

の

よ

う
な
予

見
が
ど
の

よ

う
に

し
て

為
さ
れ
る

か
に

つ

い

て
、

具
体
的
な
説
明
を
与
え

て

い

な
い

が
、

我
々

は

そ
れ
を
、

ほ

ぼ

同

時
期
に

執
筆
が

開

始
さ
れ

た

『

三

位
一

体
論
』

（
四
〇
〇

i
四
二

〇
年
頃）

の

内
に

見
出
す
こ

と

が
出
来

る
。

　
『

三

位
一

体

論
』

に

従
う
な

ら
ば
、

我
々

は

過

去
の

印
象
を
基
に
、

思

考
に

よ
っ

て、

未
だ

認
識
し
た

こ

と

の

な
い

未
来
の

出
来
事
の

印
象、

即

ち

想
像

物
（

魯
p

葺
塁
ヨ
薗）

を

得
る

。

こ

れ
に

よ
っ

て

我
々

は

未
来
の

時
間
を
も
計
測
す
る

こ

と

が
可
能
と

な
る
の

で

あ
る

。

し

か
し

こ

れ
ら
思

考
に

よ
り
形
成
さ
れ
た

未
来
の

印
象
は
、

過
去
の

印
象
を

素
材
と

し
て

用

い

る
限
り
で
、

記
憶
に

よ

つ

て

限

界
づ

け
ら
れ
て

お
り、

い

わ

ば

記
憶
の

延
長
と

し
て

在
る

。

こ

の

意
味
で

計
測
さ
れ
る
も
の

と

し

て

の

過
去
と

未

来
は
強
い

同

質
性
を

有
し

て

お

り、

印
象
の

次
元
で

は

両
者
の

非
対
称
性

は

捨
象
さ
れ
る

こ

と
に

な

る
の

で

あ
る

。

再
臨
運
動
と
ホ

ー

リ

ネ
ス
・

リ

バ

イ

バ

ル

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

黒
川
　
知
文

　

大
正

期

再
臨
運

動
の

直
後
に

ホ

ー

リ
ネ
ス
・

リ
バ

イ
バ

ル

が

展
開
し

た
。

こ

の

リ
バ

イ

バ

ル

は
ど

の

よ

う
な

宗
教
運
動
で

あ
っ

た

の

か
、

ま
た

再
臨
運
動
と
ど
の

よ

う
に

関
係
し
て

い

た
の

で

あ
ろ

う
か

。

　

先
行
研
究
と
し

て

は

池
上

良
正
に

よ

る

宗
教
学
的
研

究
（
『
近

代
日

本

の

民
衆
キ
リ

ス

ト
教
』

東

北
大
学
出
版
会

、

二

〇
〇

六

年
）

と
ホ

ー

リ
ネ

ス

教
団
に

よ

る

詳
細
な
歴

史
的
研
究
（
『

日
本
ホ

ー

リ
ネ
ス

教
団

史
第
一

巻

『

ホ
ー

リ

ネ
ス

信

仰
の

形
成
』

ホ

ー

リ

ネ
ス

教

団
、

二

〇
］

○

年∀

が

あ
る

。

本
研
究
で

は、

ホ
ー

リ

ネ
ス

教
会
の

雑
誌
で

第
一

次
史
料
で

あ
る

『

聖

潔
之
友
』

を

中
心
に、

『

中
田
重
治
伝
』

（
米
田

勇
著、

福
音
宣
教
会、

一

九

七
九

年）

や
他

教
派
の

同

時
代
雑
誌

も

含
め

て

史
料
と

し

て

使
用

し、

歴
史
学
と
宗
教

学
（
神
学）

の

方

法
に

よ

り

分
析
す
る

。

　

大
正
期
リ
バ

イ
バ

ル

運

動
は、

再
臨
運
動
が
衰
退
・

転

換
期
に

お

ち

い

っ

た

直
後
に

開
始
さ
れ
た

。

す
な
わ
ち、

そ
れ
は

、

 
開

始
期
（
一

九
一

九

年
一
一

月）
、

 
展
開
期
（

同
年
一

二

月
ー
一

九
二

〇

年
一

月）
、

 
最

盛
期
（
一

九
二

〇
年
二

月
ー

八
月）
、

衰
退

期
（

一

九
二
一

年
九

月
以
降）

に

時
期
区
分
で

き
る

。

　
こ

の

リ

バ

イ
バ

ル

の

宗

教
運

動
と

し

て

の

性
格
は
、

第
一

に

「

語
る

人
」

と
「

聴
い

て

活
動
す
る

人
」

に
よ

る
説
教
運
動
で

あ
っ

た
こ

と
、

第

二

に

再
臨
の

前
提
と

し
て

の

聖
化
の

体
験
を
強
調
し
た
こ

と
、

第
三
に

宗

教
的
恍
惚
状
態
を
と

も
な

う
集
合
心
性
が
見
ら

れ
る

こ

と
、

が

挙
げ
ら

れ

る
。

　

リ
バ

イ

バ

ル

が
展
開
し
た

背
景
と

し
て

は
、

第
一

に

指
導
者
で

あ
る

中

田
重

治
の

カ

リ
ス

マ

的
指
導
が
あ
り、

特
に
直
前
に

お
い

て

リ

バ

イ
バ

ル

を

求
め
る

祈
疇
が
指
示
さ
れ

て

い

た

こ

と
、

第
二

に

聖
化

論
を
中
心
と

し

た

聖

書
教
育
が

徹
底
し

て

い

た

こ

と
、

第
三

に

ホ

ー

リ

ネ
ス

教
会
の

信
徒

の

自
由
な
信
仰
の．
証
詞
が

な

さ
れ

て

い

た
こ

と
、

が

挙
げ
ら
れ
る

。

　

時
代
背
景
と

し
て

は
、

日

本
は

第
一

次
世
界
大
戦
終
結
後
の

経
済
的
繁
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